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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
住
民
票
を

有
す
る
全
て
の
方
に
一
人
一
つ
の

番
号
（

桁
）
を
付
し
て
、
社
会

１２

保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
分
野
で

効
率
的
に
情
報
を
管
理
し
、
複
数

の
機
関
に
存
在
す
る
個
人
の
情
報

が
同
一
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
る
も

の
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
は
、
大

き
く
３
つ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

受
給
状
況
を
把
握
し
や
す
く
な
る

た
め
、
負
担
を
不
当
に
逃
れ
る
こ

と
や
給
付
を
不
正
に
受
け
る
こ
と

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
本
当
に

困
っ
て
い
る
方
に
き
め
細
か
な
支

援
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

添
付
書
類
の
削
減
等
の
行
政
手

続
が
簡
素
化
さ
れ
、
国
民
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
行
政
機
関
が
持
っ
て
い

る
自
分
の
情
報
を
確
認
し
た
り
、

行
政
機
関
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ
を
受
け
取
っ

た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
等

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
照
合
、

転
記
、
入
力
等
に
要
し
て
い
る
時

間
や
労
力
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま

す
。
複
数
の
業
務
の
間
で
の
連
携

が
進
み
、
作
業
の
重
複
等
の
無
駄

が
削
減
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

月
以
降
、
住
民
票
の
住
所
に

１０
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知
カ
ー
ド
」

が
送
ら
れ
ま
す
。
番
号
が
漏
え
い

し
、
不
正
に
使
わ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
を
除
き
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
一
生
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
通
知
カ
ー
ド
が
届
い
た

後
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
申

請
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

毎
年
６
月
の
児
童
手
当
の
現
況

届
、
年
金
や
雇
用
保
険
の
資
格
取

得
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
事
務
、

税
務
当
局
に
提
出
す
る
届
出
書
等

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

民
間
事
業
者
は
、
従
業
員
の
健

康
保
険
や
厚
生
年
金
の
加
入
手
続

を
行
っ
た
り
、
従
業
員
の
給
料
か

ら
源
泉
徴
収
し
て
税
金
を
納
め
た

り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
証
券
会

社
や
保
険
会
社
等
の
金
融
機
関
で

も
配
当
金
・
保
険
金
等
の
税
務
処

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成

年
１
月
以
降
（
厚
生
年

２８

金
、
健
康
保
険
は
平
成

年
１
月

２９

以
降
）
は
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
を

行
う
た
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
企

業
や
団
体
に
お
勤
め
の
方
や
金
融

機
関
と
お
取
引
が
あ
る
方
は
、
勤

務
先
や
金
融
機
関
に
ご
本
人
や
ご

家
族
（
扶
養
家
族
）
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。な

お
、
事
業
者
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
提
示
を
求
め
る
際
は
、
必

ず
利
用
目
的
を
明
示
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
取
得
の
際
は
他
人
の
な
り

す
ま
し
等
を
防
止
す
る
た
め
、
厳

格
な
本
人
確
認
も
行
わ
れ
ま
す
。

月
か
ら
、
法
人
に
も
１
法
人

１０
一
つ
の
法
人
番
号
（

桁
）
が
指

１３

定
さ
れ
、
国
税
庁
か
ら
登
記
上
の

所
在
地
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

設
立
登
記
法
人
以
外
で
も
、
国

や
地
方
公
共
団
体
、
税
法
上
の
特

定
の
届
出
書
を
提
出
す
る
法
人
、

社
団
等
に
も
通
知
さ
れ
ま
す
。（
支

店
、
事
業
所
に
は
、
付
番
さ
れ
ま

せ
ん
）

○
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０－

２
０－

０
１
７
８

（
平
日
午
前
９
時

分
～

３０

午
後
５
時

分
）

３０

○
内
閣
官
房
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
内
閣
官
房
」

で
検
索

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

虚許

距

公
平
・
公
正
な

社
会
の
実
現

国
民
の
利
便
性
の

向
上

行
政
の
効
率
化

月
か
ら

月
か
ら
はは

１０１０マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）がが

通
知
さ
れ
ま

通
知
さ
れ
ま
すす

来
年
１
月
か
ら

来
年
１
月
か
ら
はは

行
政
手
続
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

行
政
手
続
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
がが

必
要
に
な
り
ま

必
要
に
な
り
ま
すす

民
間
事
業
者

民
間
事
業
者
もも

税
や
社
会
保
険
の
手
続
き

税
や
社
会
保
険
の
手
続
き
でで

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
扱
い
ま

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
扱
い
ま
すす

法
人
に
も
法
人
番
号

法
人
に
も
法
人
番
号
がが

通
知
さ
れ
ま

通
知
さ
れ
ま
すす

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
るる

お
問
い
合
わ

お
問
い
合
わ
せせ

マイナンバー制度マイナンバー制度がが
始まりま始まりますす

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん
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通
知
カ
ー
ド
に
は
、
氏
名
、
住

所
、
生
年
月
日
、
性
別
の
４
情
報

と
個
人
番
号
等
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

通
知
カ
ー
ド
は
、
単
体
で
は
本

人
確
認
書
類
と
し
て
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

通
知
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
個

人
番
号
は
一
生
使
う
も
の
で
す
。

大
切
に
し
ま
っ
て
お
き
、
む
や
み

に
他
人
に
教
え
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
取
得
は
任

意
（
希
望
さ
れ
る
方
）
で
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
、
通
知

カ
ー
ド
と
同
じ
４
情
報
と
顔
写
真
、

個
人
番
号
等
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は
、
発
行

日
か
ら
申
請
者
の

回
目
の
誕
生

１０

日
ま
で
で
、

歳
未
満
の
方
は
容

２０

姿
の
変
化
が
大
き
い
た
め
、
５
回

目
の
誕
生
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▲通知カード（イメージ）

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
通
知
カ
ー

ド
は
、
初
回
の
発
行
手
数
料
は
無

料
で
す
。

紛
失
や
破
損
等
に
よ
り
再
発
行

す
る
場
合
に
は
、
再
発
行
手
数
料

が
か
か
り
ま
す
。

住
民
票
の
確
認
を

個
人
番
号
に
関
す
る
通
知
は
、

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
住
所
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
住
民

票
の
住
所
を
確
認
し
て
、
現
在
住

ん
で
い
る
所
と
住
民
票
の
住
所
が

異
な
る
方
は
、
住
民
票
の
異
動
手

続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

書
留
郵
便
を
受
け
取
っ
て

個
人
番
号
の
確
認
を

月
か
ら

月
ま
で
に
個
人
番

１０

１２

号
が
記
載
さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
、

申
請
書
返
信
用
封
筒
の
入
っ
た
封

筒
が
、
住
所
地
に
送
ら
れ
ま
す
。

こ
の
封
筒
は
郵
便
書
留
で
、
世

帯
主
宛
て
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
取
得
の
準
備

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
取
得
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
顔
写
真
を
貼
り
付
け
、
申

請
書
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
送

し
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
つ
い
て

通
知
カ
ー
ド
に
つ
い
て

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

○
交
付
申
請
書

○
顔
写
真

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
平
成
２８

年
１
月
以
降
に
役
場
か
ら
送
ら
れ

る
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）、
本
人

確
認
書
類
等
次
に
記
載
し
た
必
要

書
類
を
ご
持
参
の
上
、
窓
口
税
務

課
で
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
交

付
す
る
際
に
は
、
お
持
ち
い
た
だ

い
た
書
類
の
確
認
や
、
申
請
者
の

本
人
確
認
を
行
っ
た
り
、
暗
証
番

号
を
設
定
し
た
り
す
る
た
め
、
多

少
の
お
時
間
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

【
必
要
書
類
】

○
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

○
通
知
カ
ー
ド

○
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

旅
券
、
在
留
カ
ー
ド
、
身
体
障

害
者
手
帳
等
の
内
１
点
。
こ
れ

ら
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
健

康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
医
療

受
給
者
証
等
の
内
２
点
で
、
氏

名
、
生
年
月
日
等
が
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
に
限
り
ま
す
）

な
お
、今
後
の
手
続
き
や
各
カ
ー

ド
等
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
変
更
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

医
療
施
設
へ
の
入
所
等
、

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、

住
民
票
の
住
所
地
で
各
カ
ー

ド
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、
８
月

日
（
月
）

２４

か
ら
９
月

日
（
金
）
ま
で

２５

に
（
必
着
）、
本
人
確
認
書
類

を
添
付
し
た
「
居
所
情
報
登

録
申
請
書
」
の
提
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
窓
口
税

務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲交付通知書（イメージ）

▲個人番号カード（イメージ）

再
発
行
手
数
料
に
つ
い
て

個個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド
の
申
請
か
ら
交
付
ま
で
の
流

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド
の
申
請
か
ら
交
付
ま
で
の
流
れれ
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表敬訪問にて記念撮影

松
崎
か
ら
安
曇
へ

桑
原
憲
喜
松
崎
中
学
校
長
を
団

長
と
し
た
中
学
生
ら

人
が
、
８

６１

月

日
か
ら

日
ま
で
松
本
市
安

１９

２１

曇
地
区
を
訪
問
し
ま
し
た
。

目
的
は
、
安
曇
地
区
の
大
自
然

に
触
れ
る
と
と
も
に
、
安
曇
中
学

校
と
大
野
川
中
学
校
と
の
交
流
を

通
じ
て
地
区
交
流
の
絆
を
深
め
る

も
の
で
す
。

翌
日
は
、
上
高
地
を
訪
れ
大
正

池
か
ら
河
童
橋
周
辺
を
散
策
し
、

雄
大
な
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
安
曇
地
区
の
中
学

生
と
交
流
会
を
行
い
、
お
互
い
の

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

旧開智学校を見学

安
曇
か
ら
松
崎
へ

帯
広
か
ら
松
崎
へ

午
後
か
ら
は
松
崎
中
学
校
２
年

生
と
体
育
館
に
お
い
て
ゲ
ー
ム
や

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
交
流
を
深
め
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
体
育
館
で
安
曇
地

区
の
生
徒
は
学
校
行
事
や
安
曇
地

区
の
紹
介
を
行
い
、
松
崎
町
の
生

徒
は
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

岩地海岸で海水浴

帯
広
市
子
供
親
善
訪
問
団
の
小

学
生
ら

人
が
、
８
月
５
日
か
ら

１２

７
日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
松

崎
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
光
る
泥
団
子
作
り
を

体
験
し
、
２
日
目
は
役
場
を
表
敬

訪
問
し
た
後
、
依
田
勉
三
翁
に
ゆ

か
り
の
あ
る
三
余
資
料
館
を
訪
れ
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

お
墓
参
り
で
は
勉
三
翁
に
線
香
を

手
向
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
松
崎
の
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
岩
地
海
岸
で
海
水
浴
を

行
い
、
夜
は
ミ
ニ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
お
互
い
の
交
流
を
深
め
る
等
、

楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１ 松崎町役場を表敬訪問

中
西
洋
一
松
崎
小
学
校
長
を
団

長
と
し
た
小
学
生
ら

人
が
、
７

１２

月

日
か
ら

日
ま
で
帯
広
市
を

２９

３１

訪
問
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
帯
広
市
役
所
へ
の
表

敬
訪
問
や
依
田
勉
三
翁
の
お
墓
参

り
等
の
他
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
で

帯
広
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

松
崎
か
ら
帯
広
へ

一
行
は
松
本
市
到
着
後
、
重
文

岩
科
学
校
と
姉
妹
館
提
携
を
結
ん

で
い
る
旧
開
智
学
校
や
松
本
城
を

見
学
し
ま
し
た
。

松
本
市
安
曇
地
区
の
中
学
生
ら

人
が
、
７
月

日
か
ら

日
ま

１５

１４

１６

で
の
３
日
間
の
日
程
で
来
町
し
ま

し
た
。

初
日
は
、
役
場
を
表
敬
訪
問
し

た
後
、
干
物
作
り
を
体
験
し
、
小

泉
商
店
で
は
松
崎
町
特
産
の
桜
葉

の
話
を
伺
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
岩
地
海
岸
で
海
水
浴

を
行
い
ま
し
た
。
台
風
の
影
響
で

地
引
網
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、

湾
内
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
体
験
す

る
等
岩
地
の
海
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
や
牧

場
で
の
搾
乳
体
験
、ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
作
り
等
帯
広
な
ら
で
は
の
有
意

義
な
体
験
学
習
も
で
き
ま
し
た
。

ミ
ニ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
交

流
に
参
加
し
た
帯
広
の
子
ど
も
た

ち
の
家
庭
に
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
温
か
い
お
も
て
な
し
や
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
３
日
間
の
訪
問
で
、
依
田

勉
三
翁
の
偉
大
な
功
績
に
触
れ
る

と
と
も
に
、
参
加
者
に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
夏
の
思
い
出
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯
広広広広広広広広広広広広
市市市市市市市市市市市市
とととととととととととと
姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉
妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹
都都都都都都都都都都都都
市市市市市市市市市市市市
交交交交交交交交交交交交

帯
広
市
と
姉
妹
都
市
交
流流流流流流流流流流流流流

松松松松松松松松松松松松
本本本本本本本本本本本本
市市市市市市市市市市市市
安安安安安安安安安安安安
曇曇曇曇曇曇曇曇曇曇曇曇
地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区
とととととととととととと
地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域
交交交交交交交交交交交交

松
本
市
安
曇
地
区
と
地
域
交
流流流流流流流流流流流流流

小
中
学
生
に
よ
る
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４
日
間
の
活
動
で
は
、
町
内
で

活
動
し
て
い
る
方
の
指
導
を
受
け
、

自
分
た
ち
の
食
事
と
な
る
干
物
作

り
体
験
・
ビ
オ
ト
ー
プ
作
り
・
ア

ユ
釣
り
体
験
・
防
災
講
座
・
三
聖

に
ゆ
か
り
の
あ
る
三
余
資
料
館
の

訪
問
・「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」学

習
会
・
理
科
実
験
教
室
・
座
禅
体

験
・
ま
ゆ
玉
人
形
作
り
等
を
行
い

ま
し
た
。

講
師
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、

述
べ
約

人
の
方
に
協
力
し
て
い

８０

た
だ
き
ま
し
た
。

本
事
業
も

年
目
を
迎
え
ま
し

１５

た
。
今
年
度
の
修
了
生

人
を
加

２６

え
、
４
９
５
人
の
児
童
が
夏
季
宿

泊
体
験
学
習
を
修
了
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
小

学
校
５
年
生
の
希
望
者
を
対
象
に
、

「
道
の
駅
」
花
の
三
聖
苑
を
拠
点

と
し
た
宿
泊
体
験
学
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
は

人
が
参
加
し
、
７

２６

月

日
か
ら
８
月
１
日
ま
で
の
日

２９
程
で
、
朝
・
夕
食
を
仲
間
と
協
力

し
て
自
炊
し
な
が
ら
、「
自
然
・
体

験
！
『
ふ
る
さ
と
』
と
か
か
わ
り
、

つ
な
が
ろ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
活

動
し
ま
し
た
。

過
去
の
修
了
生
が
中
高
生
と
な

り
、
三
聖
塾
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
も
、
本
事

業
の
大
き
な
特
徴
で
す
。
中
高
生

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
４
日
間
で
延
べ

約

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
先
生

８０
と
し
て
指
導
し
た
り
、
仲
間
と
し

て
一
緒
に
楽
し
ん
だ
り
し
な
が
ら

活
動
を
支
え
ま
し
た
。

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

三聖会堂にて記念撮影

三余資料館を訪問

理科実験教室

三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三
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夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
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泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
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３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊
４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

三
聖
塾
夏
季
宿
泊
体
験
学
習
（
３
泊
４
日
））））））））））））））））））））））））））

宿
泊
体
験
学
習
中
は
、
三
聖
苑

内
へ
の
車
の
進
入
を
制
限
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
安
全
に

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

教
育
委
員
会
で
は
、
豊
か
な
自

然
に
親
し
み
、
健
康
で
明
る
い
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
、
各
種

体
験
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

海
洋
ク
ラ
ブ
は
小
学
５
年
生
か

ら
、
み
ど
り
の
少
年
団
は
小
学
４

年
生
か
ら
入
団
で
き
ま
す
。

Ｂ
＆
Ｇ
松
崎
海
洋
ク
ラ
ブ

Ｂ
＆
Ｇ
松
崎
海
洋
ク
ラ
ブ
は
、

昭
和

年
に
設
立
さ
れ
、
今
年
度

６０

は
、
ク
ラ
ブ
員

人
で
５
月
中
旬

２４

か
ら
毎
週
土
曜
日
に
カ
ヌ
ー
訓
練

を
し
な
が
ら
、
海
に
親
し
む
活
動

を
し
て
き
ま
し
た
。

松
崎
町
み
ど
り
の
少
年
団

松
崎
町
み
ど
り
の
少
年
団
は
、

昭
和

年
に
設
立
さ
れ
、
身
近
に

５５

あ
る
豊
か
な
自
然
に
触
れ
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
団
員

人
で
４
月

１４

か
ら
記
念
植
樹
や
桜
葉
漬
工
場
見

学
、
田
植
え
等
の
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。
８
月
に
は
富
士
山
の
麓

に
県
内
の
少
年
団
が
集
ま
る
交
流

集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
稲
刈
り
や
餅
つ
き
体

験
、海
洋
ク
ラ
ブ
と
合
同
の
ス
ポ
ー

ツ
体
験
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

毎週土曜日のカヌー訓練

桜葉漬工場見学

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
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４
２
）
３
９
７
１
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Ｂ
＆
Ｇ
松
崎
海
洋
ク
ラ
ブ
・
松
崎
町
み
ど
り
の
少
年
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
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体

験

活

動

の

紹

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介



オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
環
境
保
全
を

８
月
４
日
、

日
の
業
務
終

１７

了
後
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
加
盟
地
域
の
先
進
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
研
修
し
た
職

員
が
、
情
報
を
共
有
す
る
た
め

報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
、
各
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
独
自
の
取
り
組
み
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
一
例
を
紹

介
し
ま
す
と
、
群
馬
県
昭
和
村

で
は
、
さ
く
ら
工
房
と
い
う
農

家
の
女
性
が
集
ま
っ
た
組
織
が

道
の
駅
に
て
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
を
始
め
、
年
間
３
０
０
０

万
円
以
上
を
売
り
上
げ
て
い

る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
各
地
域
に
共
通
す

る
こ
と
は
、
形
態
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
住
民
の
皆
様
が
主

体
と
な
っ
て
地
域
の
資
源
を
守

る
た
め
協
議
会
等
を
組
織
し
、

保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
で
す
。

松
崎
町
に
お
い
て
も
、
県

の
リ
バ
ー
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

事
業
や
ア
ダ
プ
ト
ロ
ー
ド
事
業
、

ポ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
よ
り
河

川
や
道
路
、
港
湾
の
清
掃
や
美

化
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
る
団
体
が
数
多
く
あ
り
、

皆
様
の
日
々
の
ご
活
動
に
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
団
体
の
皆
様
に
は
、

清
掃
に
か
か
る
経
費
等
を
県
が

助
成
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
て

保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
町
に

お
い
て
も
休
耕
田
や
環
境
保

全
地
区
に
お
い
て
同
様
の
仕

組
み
を
構
築
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
域

に
住
む
住
民
の
皆
様
が
よ
り

一
層
こ
の
地
域
と
そ
こ
に
あ

る
資
源
に
愛
着
を
も
ち
、
宝

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る

一
つ
の
き
っ
か
け
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯６９

８月５日、河津町での風力発電の建設にあた
り、長期にわたり松崎新港を利用していた株式
会社ユーラスエナジー河津からLED防犯灯の寄
贈を受けました。

７月１８日から８月２３日までの夏の期間中、中
高生の有志約３５人が毎朝６時から１時間程度、
流木や花火のごみを拾い集める等の海岸清掃を
行いました。

８月１５日、岩地地区と雲見地区の海岸では、花
火大会が行われました。翌日の１６日には、松崎地
区で灯ろう流しや花火大会等、多彩な催しが行わ
れ、多くの人でにぎわいました。

７月２７日、町内各地区から１２チームが参加し
た生涯学習ソフトボール春季大会の閉会式が行
われました。２部に分かれたリーグ戦の結果、
１部リーグでは船田チームが優勝しました。

6

ＬＥＤ防犯灯寄贈

松崎ジュニアボランティアクラブ海岸清掃

夏まつり

生涯学習ソフトボール春季大会閉会式

MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTToooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTooooooooooooooooooooooppppppppppppppppppppppiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiccccccccccccccccccccccMyTownTopicsssssssssssssssssssssss ～～～ まちのできごと～～～～ まちのできごとまちのできごと～～



葛
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
製
作
中
の
近
藤
さ
ん

品
に
つ
い
て
町
民
の
皆
様
に
再

認
識
し
て
も
ら
お
う
と
４
月
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
各
戸
配
布
し
、

現
在
、
作
品
の
見
ど
こ
ろ
を
紹

介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
製
作

し
て
い
る
。

最
後
に
、
近
藤
さ
ん
は
「
保

存
会
も
高
齢
化
が
進
み
、
会
員

が
い
な
く
な
る
と
長
八
の
作
品

の
保
存
が
で
き
な
い
の
で
は
と

の
心
配
が
あ
り
ま
す
。
町
が
作

品
を
文
化
財
と
し
て
登
録
し
、

保
存
も
町
が
責
任
を
持
つ
方
が

よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

よ
り
多
く
の
人
に
作
品
の
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
、
町
全
体
で

作
品
を
大
切
に
し
て
い
け
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
た
。

NNo.No.99
長
八
作
品
を
１
０
０
年
後
の
未
来

長
八
作
品
を
１
０
０
年
後
の
未
来
にに

松
崎
が
生
ん
だ
漆
喰
鏝
絵

の
名
工
で
あ
る
入
江
長
八
の

作
品
を
後
世
に
残
そ
う
と
、

保
存
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。長

年
勤
め
た
教
員
を
退
職

し
た
後
、
伊
豆
長
八
作
品
保

存
会
に
入
会
し
た
。
現
在
は

会
長
を
務
め
、
長
八
作
品
の

修
繕
や
町
外
の
漆
喰
鏝
絵
作

品
の
視
察
研
修
、
会
員
向
け

の
講
演
を
行
う
。

長
八
の
作
品
は
神
社
や
仏

閣
、
商
家
に
現
存
す
る
が
、

7

よ
い
作
品
は
個
人
所
有
の
も
の

が
多
い
の
だ
と
い
う
。
近
藤
さ

ん
は
「
個
人
所
有
の
長
八
作
品

は
世
代
が
変
わ
っ
て
も
保
存
で

き
る
の
か
、
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。
作
品
は
、
ち
ゃ
ん
と

保
存
を
す
れ
ば
も
う
１
０
０
年

は
も
ち
ま
す
。
よ
り
多
く
の
人

に
作
品
の
価
値
を
知
っ
て
も
ら

い
、
も
う
１
０
０
年
の
保
存
に

繋
が
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
」

と
話
す
。

保
存
会
で
は
、
長
八
生
誕
２

０
０
年
に
あ
わ
せ
、
長
八
や
作

Profile

こんどう じろう さん

伊豆長八作品保存会会

長。自宅に長八作品があ

ることから、長八作品と

は幼い頃から関わりをも

つ。読書が趣味。
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今
年
は
、
十
勝
開
拓
の
祖
、
依

田
勉
三
翁
が
大
正

（
１
９
２
５
）

１４

年
、
帯
広
の
自
宅
で

歳
の
生
涯

７２

を
閉
じ
て
か
ら

年
の
節
目
の
年

９０

に
あ
た
り
ま
す
。
勉
三
の
開
拓
の

軌
跡
は
、十
勝
各
地
に
今
な
お
残
っ

て
い
ま
す
。

帯
広
市
依
田
町
は
、
明
治
１６

（
１
８
８
３
）
年
、
勉
三
ら
晩
成

社
移
民
団
が
入
植
し
た
場
所
と
し

て
依
田
の
地
名
が
付
い
て
い
て
、

帯
広
の
晩
成
社
跡
地
で
あ
っ
た
中

島
公
園
に
は
、「
依
田
勉
三
の
銅

像
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。

広
尾
郡
大
樹
町
晩
成
は
、
明
治

（
１
８
８
６
）
年
か
ら
牧
畜
を

１９始
め
た
晩
成
社
当
縁
牧
場
に
由
来

と
う

べ
り

し
ま
す
。
同
町
生

花
地
区
に
は
晩
成

社
史
跡
公
園
が
あ

り
、
勉
三
が
大
正

４
（
１
９
１
５
）

年
ま
で
住
ん
で
い

た
住
居
を
復
元
し

た
も
の
を
は
じ

め
、
サ
イ
ロ
跡
や

歌
碑
等
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

中
川
郡
幕
別
町
字
依
田
の
地
名

は
、
勉
三
率
い
る
晩
成
社
途
別
農

場
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

こ
の
地
一
帯
で
は
、
明
治
３３

（
１
９
０
０
）
年
頃
か
ら
晩
成
社

に
よ
り
稲
作
が
行
わ
れ
、
十
勝
水

田
発
祥
の
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
町
札
内
地
区
に
あ
る
「
み
ず
ほ

町
」
の
地
名
と
「
い
な
ほ
公
園
」

の
名
称
は
こ
れ
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

勉
三
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
十
勝

の
大
地
。
明
治

年
に
晩
成
社
一

１６

行

人
が
入
植
し
て
か
ら
１
３
０

２７
余
年
。
現
在
、
人
口
約

万
人
、

３５

耕
地
面
積
約

万
㌶
、
乳
用
牛
と

２５

肉
用
牛
の
飼
育
頭
数
は
計

万
頭
、

４３

食
料
自
給
率
１
１
０
０
％
、
日
本

の
食
糧
基
地
と
し
て
発
展
し
て
い

ま
す
。

帯
広
市
か
ら

勉勉
三
没

勉
三
没
後後

年
、
年
、

9090

今
な
お
残
る
開
拓
の
軌

今
な
お
残
る
開
拓
の
軌
跡跡

姉

妹

都

市

通

信

中島公園の「依田勉三の銅像」

近
藤

二
郎
さ
ん
（
東
区
）

検検検 検
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広
報
ま
つ
ざ
き
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〇
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五
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〉
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一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，１９９人（－１１人）

男 ３，４１９人（－２人）

女 ３，７８０人（－９人）

世帯数 ３，０４１戸（－２戸）

転 入 １２人 転 出 １２人

出 生 ２人 死 亡 １３人

（平成２７年７月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
五
年
九
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

一

六

号

「

歳
代
に
増
加
し
て
い
る
マ
ル
チ
取
引
」

２０

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（７７月届出分月届出分））

人身事故 １件 （＋１）

物損事故 ８件 （－２）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 １人 （＋１）

平成２７年７月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～
◯◯４４４４

松松松

崎崎

文文
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こ
の
連
載
で
も
度
々
取
り
上
げ

て
き
た
マ
ル
チ
取
引
（
商
法
）
で

す
が
、
近
年
は
大
学
生
等

歳
代

２０

の
若
者
の
間
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
特
徴
は
、
①
大
学
の
友
人
・

知
人
か
ら
の
勧
誘
だ
け
で
な
く
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
者
か
ら
勧
誘

を
受
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
、
②
ア

フ
ィ
リ
エ
イ
ト
等
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
が
得
ら
れ

る
旨
を
勧
誘
す
る
、
③
高
額
の
登

録
費
用
等
を
支
払
わ
せ
る
た
め
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
作
ら
せ
た
り

消
費
者
金
融
か
ら
借
り
入
れ
さ
せ

た
り
す
る
等
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

マ
ル
チ
取
引
は
、
高
額
の
登
録

費
用
等
を
支
払
っ
た
も
の
の
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
は
当
初
説
明
さ
れ

て
い
た
と
お
り
の
利
益
を
得
ら
れ

な
い
た
め
、
結
局
、
勧
誘
を
受
け

て
組
織
に
加
入
し
た
者
が
別
の
者

を
勧
誘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
利
益
を
得
る
と
い
う
「
人
狩

り
」
を
行
う
状
態
が
連
鎖
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
深
刻
な
被
害
に
至
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

く
れ
ぐ

れ
も
う
ま

い
話
に
安

易
に
乗
る

こ
と
の
な

い
よ
う
、

注
意
が
必

要
で
す
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

今
月
か
ら「
伊
豆
の
長
八
生
誕
２
０
０
年
祭
」

の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
始
ま
り
ま
す
。
町
全
体

で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
ま
）

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

保護者性別名 前地 区

山 本 政 孝男凌 大
りょう た

伏 倉

松 本 真 樹女結 陽
ゆう ひ

道 部

おめでとうございます（出生）

届出人年齢氏 名地 区

冨 美 子８８須 田 訓 雄南 郷

洋 平７５伊 藤 公 芳江奈２

昌 作８４白 井 宣 一東 区

昼 子９５佐々木はま子中 区

昭８８後 藤 善 武八木山

友 成６８船 津 和 子船 田

喜 代 七９０池 終 子指 川

昌 道９３渡 邉 偉 夫石 部

一 争７８美 澤 一雲 見

幸 枝６９船 津 浅 男船 田

昌 一６７土 屋 壽 子明 伏

清 方９１入江たけ子道 部

おくやみ申し上げます（死亡）

編編編

集

後

集

後

記記

清

水

高

子

田

中

道

源

土
屋
規
矩
子

高

橋

信

夫

石

田

宏

夏

目

和

子

佐

藤

亨

松
田
美
智
子

細

矢

金

治

稲

葉

菊

恵

小

林

一

男

斉
藤
み
つ
子

鈴
木
す
み
江

山

本

一

詞

依
田
ふ
じ
枝

吉
岡
う
た
子

家
中
の
窓
開
け
放
ち
梅
雨
晴
間

炎
昼
に
た
だ
心
頭
を
滅
却
す

居
眠
り
も
ね
む
り
の
う
ち
か
百
日
紅

さ
る

す

べ
り

炎
昼
や
塩
飴
口
に
一
仕
事

み
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
炎
昼
に
眠
り
込
む

炎
昼
や
こ
と
ば
た
ち
ま
ち
失
せ
に
け
り

頂
き
し
対
の
座
椅
子
や
敬
老
日

ア
リ
ラ
ン
の
歌
思
い
出
す
花
木
槿

町
を
見
る
た
め
の
四
阿
霧
ふ
か
し

あ
づ

ま
や

炎
昼
や
道
行
く
人
も
途
絶
え
け
り

己
が
葉
に
ま
が
り
か
く
し
て
地
這
え
瓜

絵
扇
や
桐
の
箪
笥
の
小
引
出
し

炎
昼
に
色
よ
く
乾
く
畳
草

追
憶
や
オ
ー
ル
の
先
の
夜
光
虫

一
点
の
雲
な
く
晴
れ
て
秋
の
蝉

炎
昼
や
狂
わ
ず
迴
る
花
時
計

－

俳

句－

８
月
１
日
に
発
行
し
た
「
広
報
ま
つ

ざ
き
８
月
号
」
の
内
容
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

２
ペ
ー
ジ
『
伊
豆
の
長
八
生
誕
２
０

０
年
祭
』
の
行
事
「
伊
豆
の
長
八
巡
回

展
」
の
伊
豆
の
長
八
美
術
館
で
の
開
催

日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、

月

日
（
日
）
か
ら

１２

１３

と
な
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様
に
対

し
ま
し
て
深
く
お
わ
び
し
、
訂
正
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広
報
ま
つ
ざ
き
８
月
号

お
わ
び
と
訂
正
に
つ
い
て


